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　第一段階の研究報告は、みずほ福祉助成財団に 2011 年 11 月に提出された。また第二段階の
中間報告は 2012 年 7 月ストックホルムで開催された国際会議において筆者 （松尾）により口
頭で発表されている。本稿はこの口頭発表に第二段階の研究の今日までの成果を加え再構成し
たものである。
　本稿では ARASWE 設立以来の 37 年間をその組織・活動ならびに会長・理事の国・地域別
分布によって 4 期に分類する。すなわち、第 1 期「ARASWE/APASWE 誕生期」、その後オー
ストラリア出身の会長 3人が続いた第 2期「オーストラリア時代」、シンガポールとフィリピ
ン出身者が会長を務めた第 3期「ASEAN時代」、そして韓国・日本出身会長の務める第 4期「東











地域に流れ込んできた 1950 ～ 70 年代初めを IASSWの理事会議事録に記載された報告をもと
に整理し「APASWE前史」とする。
１．1950 年代
　1956 年、ドイツ・ミュンヘンで IASSW の前身である「ソーシャルワーク教育国際委員会
（International Committee of Schools of Social Work、以下 ICSSWと記す。1956 年のミュンヘン会
議で IASSWに改称した。）」主催の国際会議が開催された。ICSSW事務局が作成した活動報告













　1960 年代に入ると IASSW の理事にアジア太平洋地域出身者たちの名前が現れる。1962 年
～ 64 年期に選出された理事・役員にリファット・ラシッド（パキスタン）副会長、ルース・
クロフォード（オーストラリア）とイスラエル・カッツ（イスラエル）両理事の３名が含まれ
ていた 5。1964 年 9 月の役員・理事 11 名のうちアジア太平洋地域出身者は 4名（パキスタン、
イラン、イスラエル、マレーシア）、各国学校連盟会員（National Association Members）はイン
ドと日本の 2連盟との記録がある 6。















様々なプログラムを実施していた。1965 年に発行された国連の報告書 10 によると、アジア・






































　1971 年の IASSW 理事会（イギリス・エジンバラ）において、アメリカ合衆国国際開発



























　1929 年にヨーロッパとアメリカの 10 カ国のソーシャルワーク教育実施校により ICSSW と





































　当時の ARASWE の活動プログラムは IASSW やその他の国際機関との共同作業が多かっ











　1976 年、プエルトリコで開催された IASSW 国際会議期間中、ARASWE は第２回理事会選
挙および総会を開催し、組織の名称変更が検討された。これは当時、ハワイ大学やグアムといっ
た太平洋の島々が ARASWE 加盟に強い関心を示しためである。ARASWE は太平洋諸国に配
慮しその名称に「アジア太平洋地域（Asia-Pacific Region）」という言葉を組み入れることを検
討した 26。
　1977 年 8 月、オーストリア・ウィーンでの IASSW 理事会で、ロビン・ヒューズ・ジョー
ンズ IASSW会長は IASSWの中でも大きなプロジェクトに発展したアジア地域活動に言及し、
アルマンゾールの功績をたたえた 27。同年 10 月、第４回地域セミナーがインド・ニューデリー
で開催された 28。セミナーには、SWADCAP や UNICEF 等の国際機関関係者のほか、オース
トラリア、バングラデシュ、香港、インド、インドネシア、日本、マレーシア、ニュージーラ













　1979 年 8 月、オーストラリア・メルボルンで開催された第５回地域セミナーの参加者はオー
ストラリア、バングラデシュ、香港、インドネシア、インド、日本、ニュージーランド、パプ
アニューギニア、フィリピン、台湾、タイなどの 11 の国・地域から 63 名との記録が残ってい
る 32。この年にARASWE会長となったエスタ ・ーヴィロリアは、IASSWが地域連盟（Regional 
Association）との関係強化を図るために設置した研究委員会の議長に就任した。1981 年の
IASSW 理事会議事録には「APASWE 初期における IASSW との関係については良好かつ親密
である」という彼女の報告が残っている 33。 














　1978 年の IASSW 理事会（エルサレム）でのデサイの報告によると、アジア太平洋地域は
1977 年現在 16 の国・地域（オーストラリア、バングラデシュ、香港、インド、インドネシア、
イラン、日本、韓国、マレーシア、ニュージーランドパキスタン、パプアニューギニア、フィ
リピン、シンガポール、スリランカ、タイ）から 81 校（うち 44 は日本）が会員であった 37。
３．会長
　1974 年 ARASWE設立総会で選出された初代（任期 1974 ～ 76 年）会長としてアルマイティ・
デサイ（インド）が選ばれた。






則的に任期期間を３年間とすることになった 38。第 3 代理事会（1979 ～ 81 年）でそれまで書
記長を務めていたエスタ ・ーヴィロリア（フィリピン）が会長に選出され、第 4代理事会（1981
～ 83 年）で再選された。このとき理事に選出されたタイ出身のナンザニ・ジャヤスットは第
5代理事会（1983 ～ 85 年）役員理事選挙において会長に選出された。






　1986 年、日本・東京で IASSW/ICSW/IFSW 国際社会福祉会議が開催された。会議期間中の














100 名を含めた総勢 250 名が参加した 41。 
　1988 年、APASWEはタイ・バンコク 42 やインド・ボンベイで「社会開発」をキーワードと
したセミナーやワークショップを開催した。バンコク・セミナーの最も大きなスポンサーとなっ
たのはドイツのカトリック司祭達による開発協力組織（German Catholic Bishops’ Organization 
for development cooperation）「MISEREOR」であった。MISEREOR は 1980 年代後半から 1990




























　1992 年 1 月、パキスタン・カラチで「Capacity Building in Women for Social and Economic 
Development"と題したワークショップが開催された。このワークショップにおいてパキスタン・
ソーシャルワーク学校連盟（Pakistan Association of Schools of Social Work）が設立した 49。
















　1993 年インド・ボンベイの TISS で開催された APASWE20 周年記念会議（The Twenty-year 












港）が保管する資料（日付未記載だが 1988 ～ 1990 年頃と推測される）によると以下の通りで
ある 56。
　オーストラリア 12、バングラデッシュ 2、香港 6、インド 20、インドネシア 4、イラン 3、
日本 48、韓国 10、マレーシア 1、ニュージーランド 2、パプアニューギニア 1、フィリピン 8、






　第 6代会長（1985 年～ 87 年）としてエドナ・チェンバレン（オーストラリア）が選出され
2期務めた。第 8代会長（1989 ～ 91 年）にデヴィッド・コックス（オーストラリア）が選出
され 2 期、第 10 代会長（1993 ～ 95 年）のジャネット・ジョージ（オーストラリア）も 2 期
会長職を務めた。ジョージは 1993 年に IASSWの理事会でAPASWEの新理事選出の報告をし
たうえで、「オーストラリア以外の国から会長職に推薦をすることは難しい。」としている 58。
― 298 ―























　2000 年以降は自然災害や事件が国境を越えて相次いで発生した ｡2001 年 9 月 11 日の同時多
発テロと現在まで続いているアフガニスタン紛争、2003 年の SARS の流行拡大、2004 年 12 月
26 日インドネシア西部スマトラ沖地震とインド洋津波など、社会情勢の乱れや不安定さが地
球規模化し、これらはAPASWEの活動にも少なからず影響を与えた。2003 年に日本 ･長崎で






2011 年 7 月 16 日に実施した研究会のインタビューに次のように答えている。
　「1999 年のシンガポール会議で理事に選ばれた（ママ）。（略）当時、APASWE からは何の




　2001 年に会長に選出されたロメオ・キエタは 2005 年 7 月にアメリカ・ワシントンで開かれ
た IASSW 理事会において、本人欠席のもと文書で活動を報告した。これによると APASWE
は「① ASEAN10 カ国のソーシャルワーク教育者、実践家を対象とした 10 日間の研修をフィ
リピンで開催、②UNICEF（ネパール）に求められ同国のソーシャルワーク教育および実践の



















　第 12 代会長（1997 ～ 99 年）として、シンガポール出身のニアム・ティ・リアンが選出さ
れた。第 13 代会長（1999 〜 2001 年）はニアムの会長 2 期目である。第 14 代会長（2001 〜
2005）にはフィリピン出身のロメオ・キエタが会長として選出された。2003 ～ 05 年について
は、長崎大会（2003）が中止されたため、規約であれば郵送による投票が行われてしかるべき
であったが選挙は行われなかった。
Ⅴ．東アジア時代（2006 ～ 2009 年）
　東アジア時代は 2006 年に会長に選出された岩手県立大学のラジェンドラン・ムースから










　再建プロジェクトともいうべき 2006 年の APASWEの活動プログラムは次のとおりである。





声が上がっていたことでもあり、2006 年 9 月までにニュージーランド国内の銀行に口座を開
設した。開設当時の残高は 53,071.45 シンガポールドル（約 33,000 米ドル）であった 66。シン
ガポール国立大学との共同発行物であるAPJSWDも引き続き刊行された。
















　2006 年に第 15 代会長となったラジェンドラン・ムース（日本）はマレーシア出身で当時は




























は秋元樹（日本）が会長に選出され、その会員校数は 19 か国 / 地域の 192 校にのぼる。
　先行研究や手元資料がほぼゼロからの出発であったが、APASWE歴史研究会メンバーの努













・小島蓉子　「世界の社会福祉（ソーシャルワーク）教育 90 年の軌跡」『日本女子大学紀要 34
号』、日本女子大学文学部 1985 年 3 月、53 頁
・平田富太郎　「会長就任にあたって」 『学校連盟通信 1 号』、日本社会事業学校連盟事務局
1982 年 4 月、 1 頁
・大友信勝　「日本社会事業学校連盟の組織整備―法人化に向けて―」『学校連盟通信 41 号』、
日本社会事業学校連盟事務局 1998 年 3 月
・中島武夫　「国際社会事業学校会議に参加して」『JASSWニュース 2号』、日本社会事業学校





















福祉助成金（研究助成）2010 年 11 月～ 2011 年 11 月』、APASWE歴史研究会（代表 : 秋元樹）、



































助成金（研究助成）2010 年 11 月～ 2011 年 11 月』、APASWE 歴史研究会（代表：秋元樹）、
















・JASSWニュース（第 1号から 10 号・1962 ～ 1968 年）   








２．[ 小島蓉子 , 1985 年 3 月 , ページ : 53]
３．[ 平田富太郎 , 1982, ページ : 1]
４．大友は「「その直接的理由は「国際社会事業学校会議加入を当面の目的として、我国に於
ける全国社会事業学校連盟を設立すべく関係諸大学の御参集を願いましたところ、諸事御
多忙にも拘らず 17 校 26 名の多数者を得て、異議なく同連盟の設立が決議されましたこと
は我国に於ける社会事業教育の国内的並に国際的発展・充実のために誠に喜びに堪えない
ところであります」と招請状にあることから、国際社会事業学校会議への加入が契機になっ
ている。」と述べている。 [ 大友信勝 , 1998, ページ : 15] この「国際社会事業学校会議」は
IASSWの訳と考えられる。
５．中島武夫　「国際社会事業学校会議に参加して」『JASSWニュース 2号』、日本社会事業学


























































52．[ 萩原康夫 , 1995, ページ : 203]
53．[ 萩原康夫 , 1995, ページ : 204] 
54．George, J. (2011, 5 12). 












63．[ 秋元樹 , 国際会議報告 , 2005]
64．[IASSW, 2006]
65．[ 原島博 , 2011, ページ : 88]
66．(APASWE, 2006)
67．(APASWE, 2007)




開催日程 国（地域）名 都市名 Theme
1 1971 India Bombay Curriculum Development and Teaching
2 1973 Singapore 　 Seminar on Family Planning and Population Activities
3 1975 Hong Kong 　 Development of Teaching Resources and 
Interdisciplinary Communication
4 1977 India New Delhi Processes and Approaches to Social Policy 
Formulation and Planning with Special Emphasis on 
the Role of the Social Worker
5 1979 Australia Melbourne Diversity & Social Justice
6 1981 Sri Lanka Colombo Social development in the '80s and the Disadvantaged 
Group
7 1983 Thailand Bangkok Impact of Social change on Social Work Practice and 
Education: The Need for Evaluation and Justification
8 1985 Malaysia Penang Grass-root Participation and Social Work Strategies 
for Social Development
9 1987 Indonesia Jakarta Integrating Teaching and Practice to Meet Community 
Needs
10 1989 Singapore 　 Managing Social Services in the 1990:  Challenges for 
Social Work Practice and Education
11 1991 Hong Kong 　 Ecology and Deprivation: Implication for Social Work
12 1993 India Bombay Social Work Profession:  Reflection and Future 
Directions
13 1995 New Zealand Christchurch Partnerships that Work?
14 1997 Thailand Bangkok Enhancing Social Integration -Structure, Process and 
Intervention for Social Development
15 1999 Australia Brisbane Promoting Inclusion-Redressing Exclusion  The Social 
Work Challenge






18 2005 Korea Seoul Challenges and Responses of Social Work: Toward 
New Asia-Pacific paradigms
19 2007 Malaysia Penang Social Work: A Catalyst for Development
20 2009 New Zealand Auckland Many voices, Many communities, Social justice for all






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１．本報告書に寄稿されたArmaity S. Desai の論文 Appendix による。 (Desai, 2011) 参照。
２．1976 年４月１日付書簡および１９８０年３月６日付書簡レターヘッド、Appendix [Desai, 
2011] による。





５．Board Members については 1985 年 9 月 9 日付 Nathanee Jayasut から Emmy Supit にあてた
書簡のレターヘッドより引用。役員については [Chamberlain, 1991] より引用。




８．1990 年 1 月 18 日および 12 月 21 日付書簡レターヘッドより引用。
９．1992 年 2 月 2 日付書簡のレターヘッド
10．1994 年 4 月 13 日付書簡”Social Development-IASSW”レターヘッド。なお、[ ] 内は 1998
年 11 月 4 日付書簡のレターヘッドによる。
11．日本社会福祉学校連盟資料室に保存されている資料、「1995-1997 年理事一覧」による。
12．”Nominations For APASWE Executive Board For 1999-2001”( 日付未記載）による。
13．1999 年９月 16 日付書簡 "Hosting of Regional Social Work Conference in 2003" のレターヘッ
ドによる。




15．本文脚注 66 および 2011 年 8 月 30 日付秋元からの E-mail による。















21．[ ] 内は 1993 年 2 月 13 日付書簡のレターヘッドによる。
22．1976 年４月１日付のレターヘッドには「Members Elected」という表示はされていない。
しかし、上記脚注１でも引用した Desai の論文によると、「選出された役員と理事」の中







25．1989 年 6 月 26 日付書簡には Supit 女史の名前が記載されているが経緯は不明である。
26．[ ] 内は 1993 年 2 月 13 日付書簡のレターヘッドによる。秋元へのインタビュー調査によ
ると彼は 1991 ～ 92 年に理事の任に就いたが ILO バンコク事務所に出向したため任期途
中で佐々木に代わった。1992 年 2 月 2 日付書簡のレターヘッドには秋元の名前はない。
27．研究会が実施したインタビューによると Jude Irwin は「1999 年シンガポール大会で理事に
選出された。キエタ会長のときだ」と話している。しかしシンガポール大会は 2001 年で
ある。
